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非常持出品
（最初の１日をしのぐための物品）

9月1日は
防災の日 に えるに える

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
。

こ
の
日
は
大
正
12
年
に
関
東
大
震
災

が
起
き
た
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
災

害
へ
の
備
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
』

と
の
戒
め
を
込
め
て
防
災
の
日
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
台
風
や
大

雨
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

九
州
北
部
や
東
北
地
方
に
お
い
て
も
、

数
日
間
に
わ
た
る
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
が
発

生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

地
震
や
台
風
に
よ
る
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、日

頃
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必

要
で
す
。
各
家
庭
で
は
、「
那
珂
川
町

防
災
マ
ッ
プ
」で
災
害
の
起
き
や
す

い
場
所
を
確
認
す
る
と
と
も
に
避
難

場
所
を
把
握
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
地
域
の
助
け
合
い
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
各
地
区
で
定
期
的

に
防
災
訓
練
を
行
う
な
ど
、
地
域
で

協
力
し
て
災
害
に
対
す
る
備
え
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。（
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
は
、「
那
珂
川
町
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」に
も
詳
し
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

※ 

防
災
マ
ッ
プ
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（http://w
w
w
.tow

n.tochigi-
nakagawa.lg.jp/

）

自
主
的
な
準
備
と
避
難
を

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
最
新
の
気
象
情

報
に
注
意
し
、
早
め
の
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
は
日
頃

か
ら
確
認
し
て
お
く
な
ど
、
身
の
回

り
で
危
険
を
感
じ
た
ら
安
全
な
場
所

に
早
め
に
避
難
で
き
る
よ
う
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
の
持
ち
出
し
品
は
最
小
限

に
し
て
、
避
難
の
と
き
に
す
ぐ
取
り

出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
中
身
を

確
認
す
る
な
ど
、
家
族
の
構
成
に
応

じ
て
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
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土砂災害の種類と前兆現象

普通救命講習のご案内普通救命講習のご案内
　南那須地区広域行政事務組合消防本部では、救命のため
の心臓マッサージやAED（自動体外式除細動器）による心
肺蘇生法などの応急手当の講習会を実施しています。受講
を希望する場合は、那珂川消防署へお申し込みください。

開 催 日　毎月第３日曜日（平成29年中）
時　　間　午前９時から12時まで（３時間）
場　　所　那珂川消防署または那須烏山消防署
受講資格　中学生以上または13歳以上
募集定員　最大30名まで
申し込み・問い合わせ
　那珂川消防署救急担当　☎0287-92-2800
※開催日の１週間前までにお申し込みください。

栃木県消防救助技術大会で優勝栃木県消防救助技術大会で優勝
　６月23日に栃木県消防学校で行われた「第43回栃木県消
防救助技術大会」において、消防士・佐藤和馬さん（那珂川
消防署）がロープブリッジ渡過※１で優勝し、８月23日に宮
城県で開催される全国大会に出場することとなりました。

（※１）ロープブリッジ渡過
　水平に展張された渡過ロープ20メートル(往復40メート
ル)を、往路はセイラー渡過、復路はモンキー渡過するロ
ープ渡過の基本的な訓練です。

避
難
の
呼
び
か
け
に
注
意
を

町
で
は
、
災
害
の
危
険
性
が
高
ま

り
、
皆
さ
ん
の
避
難
が
必
要
と
判
断

し
た
と
き
は
、
音
声
告
知
放
送
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
広
報
車
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
避
難

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
も

声
を
か
け
合
う
な
ど
し
て
、
高
齢
者

や
体
が
不
自
由
な
方
、
子
ど
も
が
い

た
場
合
に
は
協
力
し
て
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

風
水
害
・
土
砂
災
害
に

対
す
る
心
得

台
風
が
接
近
す
る
と
大
雨
や
暴
風

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
天
候

が
悪
化
し
て
か
ら
の
避
難
や
外
で
の

作
業
は
非
常
に
危
険
で
す
。
雨
や
風

が
強
く
な
る
前
に
、
早
め
の
対
策
を

と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
局
地
的
な
大
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
も
河
川
の
増
水
や
土
砂
災
害
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
急

激
な
天
候
の
変
化
に
も
十
分
に
注
意

が
必
要
で
す
。

地
震
や
大
雨
で
土
砂
災
害（
が
け

崩
れ
・
土
石
流
・
地
す
べ
り
）が
発

生
す
る
と
、
広
い
範
囲
に
わ
た
り
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
や
警

戒
区
域
を
確
認
し
、
前
兆
現
象
が
見

ら
れ
た
場
合
は
早
め
の
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
交
通
消
防
係

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
１
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平成29年11月5日任期満了に伴う

那珂川町長選挙のお知らせ

那珂川町長選挙
　投票日　　平成29年10月29日（日）
　告示日　　平成29年10月24日（火）

立候補予定者説明会
　期　日　　平成29年９月26日（火）
　　　　　　午前10時～12時
　場　所　　那珂川町商工会館　会議室

立候補届出書類等事前審査
　期　日　　平成29年10月13日（金）
　　　　　　午前９時～12時
　場　所　　役場新庁舎　２階会議室

※詳しくは、選挙管理委員会までお問い合わせください。
問い合わせ
選挙管理委員会　☎0287-92-1111

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について

（平成29年度第１回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結
果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他

採水日　平成29年５月16日

採水場所
　１周辺環境水
　　（1）投棄地直下河川　　　（2）小口川上流
　２投棄現場浸出水
　　（3）投棄地下流側観測井　（4）投棄地内観測井

調査結果　すべての地点で環境基準以下
　　　→周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

問い合わせ
馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287-92-1411
生活環境課　　　　　　　　　☎0287-92-1110

新庁舎開庁についてお知らせいたします

新庁舎竣工記念式典：９月23日（土/祝）（予定）
新庁舎町民内覧会　：９月23日（土/祝）午後、９月24日（日）午前

新庁舎開庁  ：10月10日（火）から、新庁舎で業務を行う全課局が業務を開始いたします。
※詳細につきましては、広報なかがわ９月号でお知らせいたします。
問い合わせ　　総務課　☎0287-92-1111

就業構造基本調査のお知らせ

　総務省統計局（栃木県・那珂川町）では、10月１日現在で就業構造
基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的
として、統計法に基づき実施する国の重要な統計調査です。
　皆様により便利にご回答いただくため、パソコンやスマートフォン
を使って、簡単に回答することが可能となっています。９月下旬から、
調査員が調査をお願いする世帯に伺いますので、調査の趣旨をご理解
いただき、ご回答をお願いいたします。

問い合わせ　企画財政課　☎0287-92-1114
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第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
に
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様

■ 

支
給
対
象
と
な
る
方

　

平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」な
ど
を
受
け
る

方（
戦
没
者
の
妻
や
父
母

等
）が
い
な
い
場
合
に
、

以
下
の
順
番
で
順
位
が
先

に
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
順
位
が
先
に
な
る
支
給

対
象
の
方
が
基
準
日
以
降

に
死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合
、

請
求
の
権
利
は
そ
の
方
の

相
続
権
を
持
つ
方
に
引
き

継
が
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟

姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の

戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま

す
。

■
支
給
内
容

国
債
名
称

第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

い
号

額　
　

面

25
万
円（
５
年
償
還
）

■
請
求
窓
口（
問
い
合
わ
せ
）

　

生
活
環
境
課　

（
新
庁
舎
１
階
）

　

☎
０
２
８
７（
９
２
）１
１
１
０

　

総
合
窓
口
課　

　

☎
０
２
８
７（
９
６
）２
１
１
１

那
珂
川
町
公
営
墓
地

使
用
申
し
込
み
受
付
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
公
営
墓
地
１
区
画
の
使

用
申
し
込
み
の
受
付
を
下
記
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

１
、
墓
地
の
概
要

名
称　

那
珂
川
町
公
園
墓
地

所
在　

那
珂
川
町
馬
頭

　
　
　

2
5
5
8
番
地
87

区
画
・
面
積
・
使
用
料
等

区
分

区
画
数
使
用
料
管
理
料

東第５段８号

１区画（６㎡）

450,000円

年2,500円

※　

使
用
料
は
、
使
用
許
可
さ
れ
た

と
き
１
回
だ
け
で
す
。

※　

管
理
料
は
、
毎
年
納
入
に
な
り

ま
す
。

２
、
使
用
者
の
資
格

　
　

町
に
住
所
を
有
す
る
方

３
、
申
し
込
み
方
法

　

使
用
許
可
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
生
活
環
境
課（
新
庁

舎
）ま
た
は
、
総
合
窓
口
課（
小
川
庁

舎
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
、

総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

４
、
申
し
込
み
期
間

　

８
月
14
日（
月
）か
ら
８
月
25
日

（
金
）ま
で
※
土
日
は
除
く

５
、
使
用
者
の
決
定

　

応
募
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

抽
選
日
は
、
後
日
申
込
者
に
直
接

連
絡
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
（
新
庁
舎
１
階
）

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

　

総
合
窓
口
課

　

☎
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
1

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0
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７
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の

８
日
間
、
ア
メ
リ
カ
ホ
ー
ス
ヘ

ッ
ズ
村
か
ら
親
善
訪
問
団
が
来

町
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら

日
本
の
生
活
に
触
れ
、
文
化
や

習
慣
を
学
び
な
が
ら
交
流
さ
れ

た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
と
の
交
流
は
、

平
成
５
年
４
月
の
姉
妹
都
市
提
携
を

契
機
に
、
今
年
で
20
回
目
の
来
町
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
団
員
は
、

学
生
７
人
、
大
人
２
人
の
計
９
人
が

参
加
し
、
学
生
は
町
内
５
軒
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

11
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
、
訪
問
団
よ
り
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
ル
イ
ー
ズ 

マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
村
長
手
製
の
ホ
ー
ス
ヘ
ッ

ズ
の
名
所
を
プ
リ
ン
ト
し
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
が
町
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
30
年
10
月
に
、
村
長
ほ

か
関
係
者
の
来
町
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
歓
迎
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

O
l
i
O
l
i
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ

ヤ
ー
の
歌
に
団
員
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
な
ど
が
参
加
し
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

ホースヘッズ村親善訪問団員のみなさんホースヘッズ村親善訪問団員のみなさん

ホースヘッズ村長よりホースヘッズ村長より
キルトのパッチワークのプレゼントキルトのパッチワークのプレゼント

太鼓体験（馬頭東小学校）太鼓体験（馬頭東小学校）

綱引き（スポーツナイト）綱引き（スポーツナイト）

陶芸体験陶芸体験

書写体験（馬頭東小学校）書写体験（馬頭東小学校）

茶道体験茶道体験
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ダンス交流ダンス交流
（さよならパーティー）（さよならパーティー）

さよならパーティーさよならパーティー

文化交流 フェイスペイント文化交流 フェイスペイント
（さよならパーティー）（さよならパーティー）

佐藤家佐藤家藤田家・吉川家藤田家・吉川家

佐原家・藤巻家・眞保家佐原家・藤巻家・眞保家永森家永森家

　

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
団
員
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
思
い
出

を
交
え
な
が
ら
感
想
を
日
本
語
で
話
し
、
訪
問
団
全
員
が
、「
日
本
に
新
し
い

家
族
が
で
き
た
」「
ま
た
会
い
に
来
た
い
」と
８
日
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、「
言
葉
よ
り
も
、
暑
い
時
期

な
の
で
健
康
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
く
れ
ま
し
た
」「
家

族
が
増
え
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
、
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
ぜ
ひ
ま
た
来
て
ほ
し
い
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
全
員
で
踊
る
な

ど
最
後
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

～外国人ゲストを泊めてくれるご家庭～
　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指導者等）の方々と１泊２日、一緒に過ごしてみませんか。
国際交流を楽しみたい方、外国語が得意な方、上手になりたい方など、どなたでも奮ってご応募ください！
　稲刈り体験（対面）：10月７日（土）　午前10時～午後１時半頃　芳井地内
　ホームステイ：10月７日（土）～８日（日）まで
※日程については変更になる場合がありますのでご了承ください。
申込締切：９月８日（金）
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎ 0287-96-2116
Eメール：sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

ホストファミリーのみなさんホストファミリーのみなさん
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ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
発
足

15
周
年
記
念「
花
え
み
の
つ
ど
い
」

６
月
25
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
民
話
美
寿
々
会
ま

ほ
ろ
ば
が
た
り
の
発
足
15
周
年
を
記
念
し
、

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
那
珂
川
ゆ
め
っ

こ
に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
渡
邉
惠
子
会
長
か
ら

「
皆
様
に
育
て
ら
れ
て
、
15
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
感
謝
。
こ
れ
か
ら
も
心
に

届
く
語
り
べ
を
し
て
い
き
た
い｣

と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

会
員
発
表
に
続
き
、
ゲ
ス
ト
出
演
で
美

寿
々
す
み
子
さ
ん
が
黒
田
節
や
花
咲
き
山

な
ど
の
唄
語
り
を
披
露
し
、
会
場
全
体
が

語
り
べ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
笑
い
と

拍
手
に
包
ま
れ
な
が
ら
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

移
動
音
楽
鑑
賞
教
室

６
月
30
日
、
馬
頭
中
学
校
に
ビ
バ
！
ム

ジ
カ
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
、
移
動
音
楽
鑑

賞
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
こ
び
の

歌
や
四
季
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
歌
声
だ
け
で

な
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
音
色

と
と
も
に
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏

者
か
ら
、
歌
う
と
き
は
姿
勢
を
正
す
こ
と

や
体
幹
を
意
識
し
て
呼
吸
を
す
る
こ
と
、

聴
く
と
き
は
情
景
を
想
像
し
、
絵
を
描
く

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
遠
藤
千ち

智さ
と

さ
ん（
３
年
）が
、「
正

確
に
演
奏
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
表

情
豊
か
に
心
を
込
め
て
演
奏
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
今
後
の
部

活
動
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓定

期
演
奏
会

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
定
期
演
奏
会

が
、
７
月
１
日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
Ｊ
ｏ
ｙ
ｆ
ｕ
ｌ 

Ｂ
ｅ

ａ
ｔ
〜
祭
音
〜
」で
幕
が
開
い
た
演
奏
会

は
、
計
８
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
太
鼓
で
は
、「
翔
け
未
来
へ
」「
ま

ほ
ろ
ば
の
風
」「
響
」の
３
曲
が
堂
々
と
演

奏
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
演

奏
の
合
間
に
は
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
活
動

の
様
子
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
、
そ
し
て

こ
の
日
初
舞
台
の
子
ど
も
た
ち
４
人
の
紹

介
が
さ
れ
る
な
ど
楽
し
い
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
67
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」南
那
須
地
区
推
進
大
会

７
月
８
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
第
67
回「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」南
那
須
地
区
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

五
つ
の
誓
い
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作

品
の
発
表
や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

町
更
生
保
護
女
性
会
、
O
l
i
O
l
i
ゴ

ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
ま
ほ
ろ
ば
子
ど
も

太
鼓
の
み
な
さ
ん
の
歌
や
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
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ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖

現
地
検
討
会

７
月
14
日
、
那
珂
川
町
ホ
ン
モ
ロ
コ
養

殖
組
合
連
絡
協
議
会
の
組
合
員
や
関
係
機

関
職
員
が
参
加
し
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
現

地
検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
和
義
夫
会
長
か
ら「
ホ
ン
モ
ロ
コ
の

養
殖
を
始
め
て
７
年
目
と
な
り
、
町
の
特

産
に
な
っ
て
き
た
。
今
年
も
順
調
に
進
み
、

昨
年
の
収
穫
量
、
１
５
０
０
㎏
以
上
と
な

る
よ
う
に
収
獲
期
を
迎
え
た
い｣
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
馬
頭
高
校
水
産
科

の
生
徒
が
現
地
検
討
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ン
モ
ロ
コ
の
養
殖
は
、
馬
頭
高
校
の
生

徒
が
研
究
し
、
平
成
23
年
に
地
域
の
方
々

へ
広
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
関
係
者
か
ら
先
輩
方
の
功
績

や
経
緯
を
聞
く
中
で
、
町
の
水
産
業
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

親
子
で
も
の
づ
く
り

７
月
15
日
、
小
川
公
民
館
で
公
民
館
講

座「
親
子
で
も
の
づ
く
り｣
が
開
催
さ
れ
、

親
子
７
組
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
新
聞
紙
や
折
り
込
み
広

告
な
ど
を
使
用
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ

う
と
小
学
生
親
子
向
け
に
企
画
さ
れ
ま
し

た
。参

加
親
子
は
、
講
師
の
玉
川
恵
子
さ
ん

（
小
川
）の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
２
８
７（
９
６
）２
１
１
６

第
67
回塩

那
少
年
野
球
大
会

７
月
15
日
、
16
日
、
町
内
外
の
16
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
第
67
回
塩
那
少
年
野
球
大

会
が
小
川
運
動
場
と
馬
頭
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
連
日
の
暑
さ
の
中
、
優

勝
目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
々
も
、
手
に
汗
握
り
な
が
ら
大

き
な
声
で
選
手
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー

準
優
勝　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ

第
三
位　

西
原
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

第
三
位　

喜
連
川
フ
ォ
ッ
ク
ス

優　勝　馬頭ラッキー準優勝　小川那珂クラブ
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ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て

自
然
体
験
活
動
を
行
う「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」が
７
月
26
日
、

27
日
の
１
泊
２
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
は
町
内
の
小
学
３
年
生
か

ら
小
学
６
年
生
27
人
が
参
加
し
、
川
遊
び

や
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
武
茂
川
で
川
遊
び
を
し
、

馬
頭
高
校
佐
々
木
愼
一
先
生
と
生
徒
７
人

か
ら
指
導
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
川
の

危
険
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
ほ
ろ
ば
キ
ャ

ン
プ
場
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ズ
ク
ラ
ブ
会
員
10
人
の
協
力
で
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
夜
を
過

ご
し
ま
し
た
。

第
42
回
日
本
少
年
野
球
関
東
大
会

栃
木
県
支
部
予
選
優
勝
報
告
会

７
月
18
日
、
中
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム
の

大
田
原
ボ
ー
イ
ズ
に
所
属
す
る
青
柳
敬た

か
な
り成

さ
ん（
小
川
中
３
年
）、磯
野
桜お

う

汰た

さ
ん（
馬

頭
中
３
年
）、岡
大だ

い

翔と

さ
ん（
馬
頭
中
３
年
）

が
町
長
室
を
訪
れ
、
平
成
29
年
度
第
42
回

日
本
少
年
野
球
関
東
大
会　

栃
木
県
支
部

予
選
の
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

関
東
大
会
出
場
に
向
け
て
磯
野
さ
ん
は
、

「
ボ
ー
イ
ズ
最
後
の
大
き
な
大
会
と
な
る

の
で
、
監
督
や
仲
間
を
信
じ
全
力
で
プ
レ

ー
を
し
、
優
勝
し
て
く
る
の
で
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

大
田
原
ボ
ー
イ
ズ
は
、
現
在
42
人
の
選

手
が
所
属
し
、
町
内
の
選
手
も
多
く
、
主

力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

関
東
大
会
は
、
８
月
12
日
か
ら
14
日
に

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

二
輪
車
安
全
運
転

栃
木
県
大
会
報
告
会

７
月
20
日
、
川
井
健
太
朗
さ
ん
、
康
広

さ
ん
兄
弟（
東
戸
田
）が
町
長
室
を
訪
れ
、

第
47
回
二
輪
車
安
全
運
転
栃
木
県
大
会
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

弟
の
康
広
さ
ん
は
、
一
般
Ａ
ク
ラ
ス

（
４
０
０
㏄
）の
部
で
準
優
勝
、
兄
の
健
太

朗
さ
ん
は
、
一
般
Ｂ
ク
ラ
ス（
７
５
０
㏄
）

の
部
で
、
見
事
優
勝
さ
れ
、
８
月
５
日
に

三
重
県
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ

る「
第
50
回
二
輪
車
安
全
運
転
全
国
大
会
」

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
向
け
て
、
健
太
朗
さ
ん
は

「
初
め
て
の
全
国
大
会
、
で
き
る
だ
け
上

位
に
行
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
と
一
昨
年
に
全
国

大
会
を
経
験
し
て
い
る
康
広
さ
ん
か
ら

「
慣
れ
な
い
場
所
で
大
変
だ
け
ど
、
普
段

通
り
に
走
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

岡さん　　磯野さん　　青柳さん

川遊び川遊び

キャンプファイヤーキャンプファイヤーカヌー体験カヌー体験

康広さん　　健太朗さん

町長室来訪
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食中毒に注意しましょう！食中毒に注意しましょう！
　肉の加熱不十分な調理を原因とした、腸管出血性大腸菌やカンピロバクターによる食中毒が起きています。冬に
流行すると思われがちなノロウイルスによる食中毒は、夏にも発生します。特に子どもや高齢者では重症化しやす
いので、注意が必要です。
【ご家庭での食中毒予防】
　食中毒の３原則は、『食中毒菌を　①付けない　②増やさない　③やっつける』です。

食中毒に関する問い合わせ
　県北健康福祉センター（県北保健所）地域保健部　生活衛生課　食品衛生担当　☎0287-22-2364

１　食品の購入のポイント
　・消費期限を見て、新鮮な物を選ぶ
　・肉、魚はそれぞれ分けて袋で包む
　・寄り道をしないでまっすぐ帰る

２　食品の保存のポイント
　・帰ったらすぐに冷蔵庫へ！
　・冷蔵庫は10℃以下に維持
　・冷凍庫は－15℃以下に維持

３　調理と食事のポイント
　・生肉や魚を切る包丁は他の食材と使い分ける
　・生肉、魚は生で食べる野菜などから離して調理する
　・十分に加熱する
　　（中心部分の温度が75℃で1分間以上）
　・長時間室温に放置しない
　・残った食品で時間が経ったものは思い切って捨てる

へき地歯科巡回診療のお知らせ
　歯科巡回診療バス「ルリちゃん号」で、へき地の巡回診療を行います。
対象　地域住民の方、どなたでも診療できます
内容　歯科診察・診療
日時・場所　すべて午後１時～４時

馬頭西小学校（小砂） 馬頭東小学校（大内・大那地）
９月６日（水）、14日（木）、26日（火）
10月４日（水）、17日（火）、25日（水）
11月１日（水）、７日（火）、21日（火）

９月７日（木）、12日（火）、19日（火）
10月10日（火）、26日（木）、31日（火）
11月２日（木）、14日（火）
12月12日（火）

料金　通常の診察・治療費がかかります
方法　ご希望の方は事前に電話にてお申し込みください
申し込み・問い合わせ　歯の健康センター　☎028-648-6480（ムシバゼロ）

健康管理センターからのお知らせ　　平成29年9月 集団検診について
お申し込みがお済みでない方
・下記の日程をご希望の方　　　⇒　お早めにお問合せください。
・下記以外の日程をご希望の方　⇒　日程をご案内しますので、お問合せください。

＜馬頭地区＞
・9月13日（水）　　　総合健診　　 … 小砂コミュニティセンター（受付　午前8時～午前10時）
・9月15日（金）　　レディース健診 … 健康管理センター（受付　午前7時30分～午前10時）
・9月26日（火）　　レディース健診 … 健康管理センター（受付　午前7時30分～午前10時）
・9月28日（木）　　　総合健診　　 … 健康管理センター（受付　午前8時～午前10時）

＜小川地区＞
・9月22日（金）　　レディース健診 … すこやか共生館（受付　午前8時～午前10時）
申し込み・問い合わせ　健康管理センター　☎0287-92-1188
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人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
30
年
7
月
1
日
付
け
で
、
山
口
雅
夫

氏（
馬
頭
）が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
職
務
と
し

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
敬
老
会

開
催
の
お
知
ら
せ

本
年
も
、
高
齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る

敬
老
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

馬
頭
地
区
は
行
政
区
ご
と
に
日
時
・
場
所

を
決
定
し
、
9
月
中
に
開
催
し
ま
す
。

小
川
地
区
は
9
月
3
日（
日
）午
前
10
時
か

ら
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

招
待
者
は
75
歳（
平
成
29
年
12
月
31
日
ま

で
に
誕
生
日
を
迎
え
る
方
）以
上
の
方
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
9

　

総
合
窓
口
課

　

☎
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
1

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」電
話
相
談
開
設

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
9
月
4

日（
月
）か
ら
10
日（
日
）の
1
週
間
を
全
国
一

斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」強
化
週
間
と
し
ま
し
た
。

強
化
週
間
中
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
、
高
齢

者
・
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐
待
等
様
々

な
相
談
に
つ
い
て
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話

で
応
じ
ま
す
。

相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

日
時　

9
月
4
日（
月
）〜
10
日（
日
）

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
ま
で

　
（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
ま
で
）

実
施
機
関　

宇
都
宮
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号　

0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

那
須
南
病
院
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
金
丸
こ
ど
も
園

で
病
児
保
育
が
利
用
で
き
ま
す

平
成
29
年
4
月
か
ら
那
須
南
病
院
病
児

保
育
所
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
金
丸
こ
ど

も
園
に
お
い
て
、
那
珂
川
町
内
に
住
所
が

あ
る
お
子
さ
ん
も
病
児
保
育
を
利
用
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
場
所

ご
と
に
事
前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
登
録
申
込
書
は
町
子
育
て
支
援
課

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
と
は

症
状
の
急
変
は
な
い
が
回
復
期
に
至
っ

て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
病
気
の
回
復
期
で

は
あ
る
が
集
団
生
活
が
困
難
な
お
子
さ
ん

を
保
護
者
の
勤
務
の
都
合
や
病
気
等
に
よ

り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
き
に
、
病
児

保
育
施
設
で
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事

業
で
す
。

利
用
で
き
る
病
気
や
け
が

　

感
冒（
か
ぜ
）な
ど
の
日
常
か
か
る
病
気

　

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
慢
性
的
な
病
気

　

骨
折
、
や
け
ど
な
ど
の
外
傷
性
疾
患

　

感
染
性
疾
患

※
お
子
さ
ん
の
症
状
に
よ
っ
て
は
お
預
か

り
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
施
場
所

◇
那
須
南
病
院　

病
児
保
育
所

・
利
用
で
き
る
児
童　

　

生
後
10
ヶ
月
か
ら
小
学
6
年
生
の
児
童

・
定
員　

3
名

・
保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日　

　

午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

・
利
用
料
金　

2
0
0
0
円

◇
国
際
医
療
福
祉
大
学　

金
丸
こ
ど
も
園

・
利
用
で
き
る
児
童

　

満
1
歳
か
ら
小
学
6
年
生
の
児
童

・
定
員　

6
名

・
保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日　

　

午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

・
利
用
料
金　

病
児
保
育　

2
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　

病
後
児
保
育　

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
5
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宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

ま
ん
が
ア
ー
ト
科
1
年　

田
丸　

雄
士
さ
ん

平成29年度那珂川町
幼保小中連携教育推進学力向上部会研修会

　６月22日、馬頭小学校を会場として本研修会を開催しまし
た。
　本研修会は、宮城教育大学教授の相澤秀夫先生を特別講師
として招き、小学１・４・５年生を対象に、模範授業（国語科）
の公開と講話及び授業研究会を実施しました。町内の全小・
中学校の学習指導
担当等の先生方が
参加し、学力向上
のための授業づく
りについて学ぶと
ともに熱心な協議
を行いました。

問い合わせ
学校教育課　☎0287-96-2114

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

ヘルプマークの配布について
県では、障害者差別解消推進
条例に掲げる合理的配慮の浸透、
定着を図るため、外見からわか
りにくい要支援者を、周囲に理
解してもらい支援を求めるため
のヘルプマークを配布していま
す。希望される方は、下記配布
場所でお受け取りください。
※マークのデザインは赤地に
　白色の十字とハート形

配布場所　　本　　庁　健康福祉課
　　　　　　小川庁舎　総合窓口課
問い合わせ　健康福祉課　☎0287-92-1119
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子育て支援センター
☎0287－96－5223
わかあゆわかあゆ

☎0287－92－2301
ひばりひばり

8月
9月

☆敬老の日のプレゼント作り☆
9月13日(水)午前10時30分～
　素敵なプレゼントを作って贈り
ましょう。
申し込み　9月8日(金)まで

☆フラワーアレンジメント教室☆
9月6日(水)午前10時30分～　
　美しいお花に触れながら、癒しのひと
ときを過ごしましょう。
講師　　小野里　優子先生
人数　　先着15名
申し込み　9月1日(金)まで

☆親子陶芸教室☆
8月23日（水）　午前10時30分～
　粘土の感触を楽しみましょう。
講師　藤田　眞一先生
人数　先着12組
申し込み　8月18日(金)まで

☆ばぁが伝える子育てあそび☆
8月30日（水）　午前10時30分～
　田所先生と楽しく遊びましょう。
講師　田所　順子先生
人数　先着15組
申し込み　8月25日(金)まで

：子育て支援センターわかあゆ
：子育て支援センターひばり

おおきくなったかな？

８月21日（月）～ 25日（金）
身長と体重が測れます。

☆みんなで遊ぼう☆（午前10時30分～）　

8月18日(金)　2・3歳児集まれ!!
9月 1日(金)　0・1歳児集まれ!!
9月15日(金)　2・3歳児集まれ!!

＊８月からみんなで遊ぼうの日程が変更になりました。

子育て支援センターは、0歳から就学前のお子さんと家族が一緒に遊べる場です。
親子のふれあい、交流の場、育児相談の場として気軽にご利用ください。

　利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎0287-92-1115

※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。

子育て支援子 課母子保健係からのお知らせせせせ子育て支援課母子保健係からのお知らせ

母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などをフォローする
ため、保健師がお話を聞きながらお渡ししています。交付を希望
される方は子育て支援課までご連絡ください。

マタニティクラス
～ハローベビー～

●８月は中医アロマを活用した、赤
ちゃんとお母さんのための簡単セルフ
ケアの実践です。
日時　８月19日（土）
　　　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　手ぬぐいサイズのタオル１枚
料金　材料代100円
講師　小鮒　千文さん
　　　（地域おこし協力隊）
●９月はマタニティヨガです。ヨガで
心も体もリラックスしましょう。
日時　９月１日（金）
　　　午前10時～11時30分
持ち物　バスタオル　
動きやすい服装でお越しください
料金　無料
講師　小澤　有紀さん
　　　（ヨガインストラクター）

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母
さん同士、おしゃべりしながらリ
フレッシュしてみませんか？
対象　生後2週間～3か月までの

赤ちゃんとそのお母さん
日時　8月21日（月）
　　　午前10時～午後1時
内容　授乳や関わり方、お母さん

の体調の相談など。産後の
養生ランチあり。

場所　健康管理センター
料金　ランチ代400円
講師　浅川　まり子さん（助産師）

きらきらベビークラス
　９月は、赤ちゃんと一緒に
音楽で遊ぼう！です。色んな
楽器の音を聴いたり、楽器に
触れたり、音楽を一緒に楽し
みましょう。
日時　９月７日（木）
　　　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
料金　無料　
終了後ランチを希望される方
はランチ代400円かかります。
講師　岡倉　ゆかりさん
　　　（音楽セラピスト）
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.21

保健師コラム
思春期と親との関係

　「思春期」、耳にしたことのある言葉だと思います。人が成長する過程で誰もが
経験する思春期ですが、いつ始まりいつ終わるといった明確な基準はありません。
おおよそ小学校高学年から高校生頃までを指すことが多いですが、個人差があり
ます。今回はこの｢思春期｣についてお話しします。

●思春期って何だろう
　思春期というのは、心身ともに子どもから大人に変
化する時期のことで、体の成長に比べ心の成長の方が
ゆっくりと時間がかかるのも特徴です。そうしたアン
バランスさが、苛立ちや反抗を生んで、親であれば「関
わりにくくなった」と感じることもあるでしょう。し
かし思春期は、お子さんが成長していく上で大切な過
程であり、様子も人それぞれです。中には、すんなり
と思春期を抜けていくお子さんもいるでしょう。
●思春期は乳幼児期とも関わりが深い
　思春期に現れる行動には乳幼児期の周囲の関わりが
深く関係すると言われています。
　人が人を信頼し、寄り添うことを覚える、その根元
となるのが、乳幼児期のお子さんへの愛情です。
　方法は何も特別なことはいりません。お腹が空いた
と泣いたら抱いてミルクを与え、あやして笑わせ、目
を見てたくさん話しかけ、「あなたに関心があります
よ」「あなたを愛していますよ」と伝えてあげる。それが、
思春期を乗り越えるお子さんの大きな力になるのです。
　丸裸で生まれた赤ちゃんは、愛情の毛布を何枚も重
ねてもらえることで、その後成長していく先で起きる
様々な辛いことから自分を守れると言います。思春期
には特に、周囲との関係や、勉強の難しさ、部活動で

のストレスなどが増えますが、そうしたものから自分
を守ってくれるのが、乳幼児期にかけてもらった愛情
の毛布なのです。
●思春期への接し方
　大人になる途中である思春期には、反抗・反論・無
反応など、これまでと違う言動が出てきます。心に留
めておいてほしいのは、子ども自身も戸惑っていると
いうこと。愛情の毛布を忘れなければ、いずれは自分
で乗り越えていきます。周りの人たちは過干渉せず、
毅然とした態度で振り回されないことが大切ですが、
一番大切なのは信頼していることを示すことです。子
どもが本当に辛い時に、相談してもらえる親でありた
いものですね。

　町では、小学校6年生、中学生を対象に思春期教室
を開催しています。昨年のアンケートで「学校や家庭
はあなたにとって過ごしやすい場ですか」との質問に
は、小学生も中学生も共に「はい」との回答が97％で
した。全ての子どもたちが「はい」と答えてくれるよう
な、そんな大人のあり方を日々子どもたちと学んでい
けるといいですね。

問い合わせ　子育て支援課　☎0287-92-1115

8月に入り爽やかな風と太陽の眩しい時期に入りま
した。暑さで夏バテ真っ只中という方もいらっしゃる
のではないでしょうか。かくいう私も少々夏バテ気味
ですが、なんとか寝込まずに日々の養生で乗り切って
います。今月は夏の疲れ解消法をご紹介します。お盆
を過ぎると少しずつ初秋の風が吹き始めますね。旬の
地場食材で養生して爽やかに秋を迎えましょう。

【基本の養生】
1、早寝早起き腹八分目
2、よく動き、よく眠る
3、食卓は旬の恵みを主役に

【残暑の養生ポイント】
・こまめな水分補給と休息
・冷たいもの、甘いものを控える
・冷房の冷えに注意

【タイプ別夏バテ解消法】
「熱っぽく冷たいものが欲しい熱こもりタイプ」
　暑い時期外で仕事をしている方や男性に多いタイプ
です。穏やかに身体の熱をとってくれる食材で養生し
ましょう。

（おすすめ那珂川町産食材）　
西瓜、胡瓜、冬瓜、苦瓜（瓜系全般）、緑茶
（おすすめメニュー）
夏の定番「きゅうりの冷汁」

「食欲不振や胃もたれでだるくなる胃腸虚弱タイプ」
　湿気や暑さや冷たいものの取りすぎで胃腸が弱った
状態、水分補給は常温にして消化に負担のかからない
よう少しずつよく噛んでいただきましょう。
（おすすめ那珂川町産食材）
かぼちゃ、大豆製品、米、もち米、ぶどう、とうもろこし
（おすすめメニュー）
おかゆに煮たカボチャを混ぜるだけ｢かぼちゃがゆ｣

「暑さで頭痛や息切れがする多汗タイプ」
　暑さで身体に必要な水分が流出してしまい、カラダ
の内部が水分不足になっている状態です。カラダの内
部を潤す食材で養生しましょう。
（おすすめ那珂川町産食材）　
梅干、柚子果汁、酢、トマト、ナス、きくらげ
（おすすめメニュー）
刻んだトマトをめんつゆに入れかけるだけ｢刻みトマ
トのかけそうめん」

食べる地域おこし
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ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館小川図書館 馬頭図書館馬頭図書館
ＪＶＣのおはなし会
・8月19日（土）午後2時～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちがたのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、テープの芯で｢でんでん太鼓｣を作
ります。

小川おはなし会
・9月2日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、｢手づくりゲートボール｣を作ります。

たのしい絵本と紙しばいの会
・8月17日（木）・9月7日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

高校生ボランティアのおはなし会
・8月20日（日）午後2時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、ペットボトルキャップで｢ホール
ケーキ｣を作ります。

婦人ボランティアのおはなし会
・9月9日（土）午後2時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、トイレットペーパーの芯で「うで
時計」を作ります。

読書会
・９月13日（水）午後１時30分～
・「卵の緒」　瀬尾まいこ/著
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

小川図書館 8月13日～ 9月16日のお休み
開館時間

平日　午前9時30分
～午後6時

土日　午前9時
～午後5時

☎0287-96-2335

馬頭図書館 8月13日～ 9月16日のお休み
開館時間

平日　午前9時30分
～午後6時

土日　午前9時
～午後5時

☎0287-92-5015

寄
贈【
7
月
20
日
受
付
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書「
図
書
館
の
主（
15
）」　

ほ
か
1
冊

　
　
　
　

匿
名

図
書「
月
夜
の
盆
踊
り
」2
冊

　
　
　
　

清
水　

延
子
様　
　
（
茨
城
県
）

○
福
祉
基
金
へ

3
万
円　

立
花　

春
枝
様　
　
（
馬
頭
）

〇
馬
頭
小
学
校
へ

児
童
用
図
書　

34
冊

　
　
　
　

大
久
保
秀
子
様　
　
（
松
野
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
へ

1
万
円　

平
栁　

幸
子
様　
　
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

1
万
円　

上
條　
　

晃
様　
　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

2
万
円　

菊
地　

俊
延
様　
　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

2
万
円　

古
川　
　

章
様　
　
（
千
葉
県
浦
安
市
）

1
万
円　

平
野　

剛
史
様　
　
（
那
須
塩
原
市
）

1
万
円　

圓
谷　

繁
幸
様　
　
（
兵
庫
県
篠
山
市
）

1
万
円　

近
藤　

将
来
様　
　
（
東
京
都
荒
川
区
）

1
万
円　

安
井　

武
志
様　
　
（
埼
玉
県
川
口
市
）

2
万
円　

梅
村　
　

賢
様　
　
（
宮
城
県
仙
台
市
）

1
万
円　

大
谷　

洋
平
様　
　
（
長
野
県
長
野
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　

益
子　

和
弘
様　
　
（
健
武
1
1
4
回
）

7
万
5
9
2
円

民
話
美
寿
々
会
ま
ほ
ろ
ば
が
た
り

5
万
円　

菊
池　

寿
一
様　
　
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名　
　
　
　
　
　
（
5
1
3
回
）

日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 9/1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16

日 月 火 水 木 金 土

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 9/1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
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紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

那珂川町
図書館

児
童
書

『
学
研
ま
ん
が
Ｎ
Ｅ
Ｗ
日
本
の
歴
史　

全
十
四
巻
』

大
石　

学
／
総
監
修

　

日
本
の
歴
史
を
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
の
ま
ん
が
で
紹
介
。

学
校
の
勉
強
や
受
験
に
役

立
つ
解
説
ペ
ー
ジ
も
充
実
。

①
は
旧
石
器
時
代
・
縄
文

時
代
・
弥
生
時
代
・
古
墳

時
代
ま
で
を
描
く
。

◇『
ぽ
つ
ぽ
つ
ぽ
つ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
』

し
も
か
わ
ら　

ゆ
み
／
著

◇『
す
い
ぞ
く
か
ん
』

中
村　

庸
夫
／
写
真

◇『
ど
う
ぶ
つ
た
ち
が
ね
む
る
と
き
』

イ
ジ
ー
・
ド
ヴ
ォ
ジ
ャ
ー
ク
／
著

◇『
こ
の
本
を
か
く
し
て
』

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
／
著

◇『
金
剛
山
の
ト
ラ　

韓
国
の
昔
話
』

ク
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
／
再
話

◇『
学
研
ま
ん
が
Ｎ
Ｅ
Ｗ
世
界
の
歴
史　

全
十
四
巻
』

近
藤　

二
郎
／
監
修

◇『
小
学
生
の
か
っ
こ
い
い
！
自
由
研
究
』

成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編

◇『
て
つ
ど
う
ス
ー
パ
ー
ず
か
ん
2
2
3
7
』

学
研
プ
ラ
ス
／
刊

◇『
イ
ヌ
の
ク
イ
ズ
図
鑑
』

学
研
プ
ラ
ス
／
刊

◇『
劇
場
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
』

フ
ロ
ラ
ン
ス
・
デ
ュ
カ
ト
ー
／
著

◇『
読
書
感
想
文
書
き
方
ド
リ
ル
2
0
1
7
』

大
竹　

稽
／
著

◇『
て
ん
か
ら
ど
ど
ん
』

魚
住　

直
子
／
著

◇『
き
ら
き
ら
シ
ャ
ワ
ー
』

西
村　

友
里
／
著

◇『
ア
ー
サ
ー
王
と
黄
金
の
ド
ラ
ゴ
ン
』

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
／
著

◇『
図
解
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
百
科
』池

田　

貴
将
／
著

◇『
日
野
原
重
明
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
』

ア
ン
ド
レ
ア
・
バ
ウ
マ
ン
／
著

◇『
Ｆ
Ｘ
取
引
の
王
道
』

大
西　

知
生
／
著

◇『
病
気
に
な
ら
な
い
21
の
鉄
則
』

「
き
ょ
う
の
健
康
」番
組
制
作
班
／
編

◇『
繕
う
暮
ら
し
』

ミ
ス
ミ　

ノ
リ
コ
／
著

◇『
ね
こ
、か
ぶ
り 

抜
け
毛
帽
子
で
お
め
か
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

rojim
an

／
著

◇『
お
り
が
み
の
は
こ
ど
う
ぶ
つ
』

木
村　

良
寿
／
著

◇『
美
文
字
の
法
則　

さ
っ
と
書
く
一
枚
の
手
紙
』

根
本　

知
／
著

◇『
22
年
目
の
告
白　

私
が
殺
人
犯
で
す
』

浜
口　

倫
太
郎
／
著

◇『
石
の
繭
』「
殺
人
分
析
班
」シ
リ
ー
ズ麻

見　

和
史
／
著

◇『
標
的
』

真
山　

仁
／
著

◇『
薫
風
た
だ
な
か
』

あ
さ
の　

あ
つ
こ
／
著

◇『
政
略
結
婚
』

高
殿　

円
／
著

◇『
風
と
共
に
ゆ
と
り
ぬ
』

朝
井　

リ
ョ
ウ
／
著

◇『
荒
野
に
立
て
ば　

十
字
路
が
見
え
る
』

北
方　

謙
三
／
著

　

材
料
や
調
理
に
ひ
と
工

夫
す
る
こ
と
で
、
時
間
が

た
っ
て
も
お
い
し
さ
を
キ

ー
プ
。
疲
れ
て
帰
っ
て
く

る
家
族
も
大
満
足
、
作
る

人
の
負
担
も
ぐ
っ
と
軽
く

な
る『
時
間
差
ご
は
ん
』の

為
の
お
か
ず
レ
シ
ピ
集
。

一
般
書

『
時
間
差
ご
は
ん
読
本
』

ベ
タ
ー
ホ
ー
ム
協
会
／
編
集

俳　

句

今
年
竹
五
月
の
空
を
撫
で
始
む 

久
那
瀬　
　

星　
　

健
彦

屋
根
叩
く
大
夕
立
と
な
り
に
け
り 

松　

野　
　

横
山　

義
夫

全
山
に
春
蝉
の
声
ふ
く
ら
み
ぬ 

松　

野　
　

鶴
川　

良
子

喝
采
の
ご
と
き
太
陽
草
を
刈
る 

小　

川　
　

佐
藤　

栄
子

草
刈
も
農
の
仕
事
や
丁
寧
に 

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

黒
南
風
や
仁
王
の
四
肢
の
力
満
ち 

吉　

田　
　

国
安　
　

薫

短　

歌

お
盆
に
は
子
や
孫
が
来
て
賑
や
か
な
り
見
て
い
る
だ
け
で
老
い
は
楽
し
き

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

勝
ち
進
む
少
年
棋
士
に
破
れ
た
る
幾
人
の
名
を
慎
み
て
読
む

小　

川　
　

佐
藤　

孝
子

友
人
の
家
た
づ
ね
行
く
山
間
を
通
れ
ば
卯
の
花
今
盛
り
な
り

小　

口　
　

影
沢　

よ
し

ワ
イ
シ
ャ
ツ
で
勤
め
に
行
き
し
生
前
の
息こ子
は
あ
の
世
に
て
祖お
や

と
語
る
や

盛　

泉　
　

佐
藤　
　

茂

早
朝
の
駅
頭
に
若
き
ら
バ
ス
を
待
つ
ジ
ー
ン
ズ
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
清
ら
に
遊
べ

馬　

頭　
　

西
宮　

定
子

川　

柳

ま
ず
一
杯
冷
た
い
ビ
ー
ル
一
気
飲
み 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子

交
際
費
出
な
い
祝
儀
の
役
回
り 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

ま
ず
ま
ず
の
お
天
気
う
れ
し
遠
足
日 

馬　

頭　
　

稲
沢　

誠
一

ま
ず
ま
ず
の
顔
を
化
粧
で
叩
き
上
げ 

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

み
み
ず
に
も
話
し
か
け
て
る
草
む
し
り 

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
師
匠
は
横
を
向
き 

小　

砂　
　

松
岡
ヒ
ロ
シ
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八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

日時　９月14日（木）
午後１時30分～４時30分
会場　トコトコ大田原３階
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容
栃木県弁護士会に所属する弁護士
（２名）が相談に応じます。
※相談時間は、１人20分
申し込み
９月７日（木）から13日（水）までに、
下記まで電話にてご予約ください。
定員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　☎0287-23-1111

下水道排水設備工事責任技術者
に関するご案内

①試験講習会及び模擬試験
日時
９月26日（火）午前10時～午後５時
場所　（一財）栃木県青年会館
コンセーレ（宇都宮市駒生１-１-６）
②責任技術者試験
日時
10月26日（木）　午後２時～４時
場所　（一財）栃木県青年会館
　　　コンセーレ
申込期間（①・②）
８月１日（火）～８月31日（木）
当日消印有効
申込書類
　申込書類は７月下旬より（公財）と
ちぎ建設技術センター及び町上下水
道課で配布します。
　受験資格については、試験案内を
ご覧ください。
　更新については、本人宛に送付さ
れる通知をご覧ください。
申し込み・問い合わせ
（公財）とちぎ建設技術センター
〒321-0974 宇都宮市竹林町1030-２
☎028-626-3187 企画開発部研修課

第1回　ゆりがねの湯感謝祭

日時　８月19日（土）
午前10時～午後４時
場所　ゆりがねの湯駐車場
内容
各種販売：かき氷（限定100食）、天
然鮎の塩焼き（限定150食）、新鮮野
菜、特盛やきそば（限定100食）、そ
の他
その他：ガチャガチャコーナー（ク
レーンタイプも登場）、なかちゃん
ぬりえギャラリー（地元園児の作品）
主催　ゆりがねの湯
問い合わせ
ゆりがねの湯　☎0287-92-3023
（受付時間は、月曜：午前10時～午後
４時、水曜日～日曜日：午前10時
～午後９時）

1118
町営住宅

入居者募集のお知らせ

区
分 住宅名 戸

数
間
取
り
家賃（円）

町
営
富士山
住宅

１
戸

３
DK

16,600～
24,700

町
営
大宝地
住宅

３
戸

３
DK

22,600～
33,900

町
営
谷田上の原
住宅

２
戸 ３K 9,600～14,400

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　８月31日（木）まで
その他　申し込み方法、入居資格等
の詳細はお問い合わせください。
問い合わせ
建設課　☎0287-92-1118

平成29年度男女共同参画事業
講演会開催のお知らせ

演題　「子育て・孫育て・地域の子育
ての昔と今」～子どもを育む地域の
輪、おせっかいが育む自己肯定感～
講師　中島　みちる氏
日時　９月３日（日）午前10時～12
時（受付は午前９時30分～）
場所　小川公民館
問い合わせ
生涯学習課　☎0287-96-2116

南那須地区音楽祭
出演団体（一般の部）募集

開催日　10月３日（火）
開催場所　小川総合福祉センター
　　　　　あじさいホール
対象者
南那須地区内に在住、または南那須
地区に所在する事業所に勤務する方
出場規定　①合唱（時間７分以内）
　　　　　②合奏（時間７分以内）
※それぞれ、曲目及び人数は自由
申込期限　８月31日（木）
申し込み・問い合わせ
生涯学習課
☎0287-96-2116 FAX0287-96-4545

とちぎ木材フェスティバル
（もくもくまつり2017）開催のお知らせ

日時　９月24日（日）
午前９時30分～午後３時30分
場所　道の駅うつのみや
ろまんちっく村｢にぎわい広場｣
問い合わせ
県木材業協同組合連合会
☎028-652-3687

児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届の提出について
　児童扶養手当及び特別児童扶養手当を受給している方は、『児童扶養手当現況
届』、『特別児童扶養手当所得状況届』の提出が必要です。該当する方には書類を
送付しますので、通知書に記載されている必要なものを持参のうえ手続きをし
てください。提出がない場合は、８月分以降の手当は支給されませんのでご注
意ください。
【児童扶養手当現況届】　受付期間　８月１日（火）～８月31日（木）
　　　　　　　　　　　受付場所　子育て支援課または総合窓口課
【特別児童扶養手当所得状況届】
　　　　　　　　　　　受付期間　８月14日（月）～９月11日（月）
　　　　　　　　　　　受付場所　子育て支援課または総合窓口課

※土日・祝日の受付は行いません。
問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　☎0287-92-1115
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわTOWN
6:00 文字放送6:30
7:00 NewsなかがわTOWN
7:30 文字放送
8:00 なかTVチョイス
8:30 文字放送
9:00 NewsなかがわTOWN
9:30 文字放送
10:00 栃木県提供番組10:30
11:00 NewsなかがわTOWN
11:30 文字放送12:00
12:30 NewsなかがわTOWN
13:00 文字放送
13:15 企画番組・文字放送13:30
14:15 文字放送14:30
15:00 NewsなかがわTOWN
15:30 文字放送
16:00 なかTVチョイス
16:30 文字放送
17:00 JAXA番組
17:30 サイエンスフロンティア
18:00 サイエンスフロンティア
18:30 企画番組・文字放送19:00
19:30 NewsなかがわTOWN
20:00 文字放送
20:15 栃木県提供番組20:30
21:15 NewsなかがわTOWN
21:45 文字放送
22:00 企画番組・文字放送22:30
23:00 NewsなかがわTOWN
23:30 文字放送
0:00 なかTVチョイス
0:30 文字放送
1:00 NewsなかがわTOWN
朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。
　問い合わせ：0120-227-445

県北産業技術専門校
施設内訓練生(10月コース)募集

訓練科・定員
科　　　名 定　員

機械加工科 ５名

ＮＣ機械科 10名

観光サービス科 10名

訓練期間　平成29年10月５日（木）
　　　　～平成30年３月23日（金）
募集期間　８月１日（火）～９月８日（金）
入校選考　９月19日（火）
適性試験、面接試験、志願理由書
訓練対象者　新たな職業に就こうと
する方や職業を転換しようとする方
応募手続き　住所地の公共職業安定
所（ハローワーク）に申し込み
訓練実施場所　県北産業技術専門校
授業料　無料（※教材等は自己負担）
学校見学会日時
８月21日（月）～25日（金）
午前10時～12時、午後１時～３時
問い合わせ　県北産業技術専門校
短期訓練担当　☎0287-64-4000

とちぎ海浜自然の家
海浜秋まつりの開催について

期日　10月28日（土）～29日（日）
募集人員　県民一般約200名
参加費　　大人6,300円
高校生5,000円　中学生4,200円
小学生4,000円　３歳以上学齢前3,000円
３歳未満　300円
申し込み方法
①事業名「海浜秋まつり」②代表者氏
名③郵便番号④住所⑤電話番号⑥全
参加希望者名、性別、10月28日現
在の年齢（学年）を記入し、はがき・
FAX・電話・メールで申し込む
申し込み期限　９月18日（月）
その他　定員を超える場合は抽選
申し込み・問い合わせ
とちぎ海浜自然の家
〒311-1412茨城県鉾田市玉田336-2
☎0291-37-4004 FAX0291-37-4008
E-mail:kaihin-info@tmf.or.jp
（申し込み専用アドレス）

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名

8/14～8/20 第15回花の風まつり 金亜軍楊琴コンサート
8/21～8/27 平成29年度ネイチャークラブサマーキャンプ
8/28～9/3 第15回花の風まつり 

おかくらゆかりコンサート
9/4～9/10 第8回烏山高等学校吹奏楽部定期演奏会
9/11～9/17 みんなで子育てわんぱく広場（5月・7月収録）

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名

8/14～8/20
石の蔵 土谷マスオバン
ド 森のアートフェスタ 
in サンタヒルズ前編

8/21～8/27
石の蔵 土谷マスオバン
ド 森のアートフェスタ 
in サンタヒルズ後編

8/28～9/3
eastern bloom 森の
アートフェスタ in サ
ンタヒルズ

9/4～9/10 まほろばがたり「花えみのつどい」
9/11～9/17 よろこびの森からのおくりもの

チャレンジ！400ml
献血＆成分献血キャンペーン

～8月1日（火）から8月31日（木）まで～

　期間中に、初めて400ml献血又は
成分献血にご協力いただいた方には、
オリジナルグッズをプレゼント！
ぜひ、多くの方に献血へのご協力を
お願いします。
問い合わせ
県薬務課　☎028-623-3119

第40回少年の主張発表
南那須地区大会のお知らせ

日時　９月12日（火）午後１時30分～
４時（受付は午後１時～）
場所　馬頭総合福祉センター
対象　県民一般（入場無料）
申し込み期限　８月31日（木）まで
に下記へ電話で申し込み
その他　駐車場は、広重美術館をご
利用ください
申し込み・問い合わせ
南那須地区青少年育成連絡協議会事
務局　☎0287-82-2231
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那珂川町なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

●第４回　なす風土記講座
演題「中世の那珂川町」
日時　９月18日（月/祝）
　　　午後１時30分～３時
　　　（受付は午後１時～）
場所　当館講堂
講師　金子　智美（当館学芸員）
　　　齋藤　加奈子（当館学芸員）
参加費　無料
ぜひ、ご参加ください。
●なつやすみは、
なす風土記の丘資料館へいこう！
「勾玉づくり、火おこし体験」
期間　８月８日（火）～８月31日（木）
 ※期間中は毎日受け付けています。
休館日　毎週月曜日
受付時間　午前10時～午後３時
体験料　各100円
※事前予約は不要ですが、10人以上
になる際はご連絡ください。
申し込み・問い合わせ
那珂川町なす風土記の丘資料館
☎0287-96-3366 FAX0287-96-3340

馬頭郷土資料館
からのお知らせ

企画展「武茂氏と松野氏－ふたつの
宇都宮氏－」
　中世の馬頭地区を治めていた武茂
氏と松野氏に焦点をあて、町の歴史
を読み解いていきます。
会期　７月29日（土）～９月３日（日）
開館時間
午前９時30分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）
場所　当館１階展示室
観覧料　無料
休館日　月曜日
〈関連イベントのお知らせ〉
●学芸員による展示解説（全２回）
日時　８月10日（木）
　　　８月27日（日）
　　　各回とも午後１時30分～
場所　当館１階展示室
参加費　無料
定員　20名（予約不要）
申し込み・問い合わせ
馬頭郷土資料館
☎/FAX0287-92-1103

あなたがおすすめする
健康づくり体験談募集中

募集テーマ・部門
　運動・暮らし（食事など）・生きが
い（社会活動など）部門に関して、実
践している健康法とその効果
対象者　後期高齢者医療制度に加入
している本県の被保険者
応募方法
①健康づくり体験談（題名と本文。
原稿用紙２～３枚程度）
②必要事項（応募部門・郵便番号・
住所・氏名・生年月日・電話番号）
を記入した用紙（様式任意）
①と②を郵送またはメールで下記に
申し込み
締め切り　９月29日（金）必着
申し込み・問い合わせ
栃木県後期高齢者医療広域連合
総務課
〒320-0033　宇都宮市本町３-９
栃木県本町合同ビル２階
☎028-627-6805
E-mail:soumu@kouikirengo-tochigi.jp

県立盲学校体験学習
のお知らせ

日時
幼稚部　11月14日（火）
小学部　９月29日（金）
中学部　９月27日（水）
高等部　普通科：10月３日（火）
保健理療科･専攻科：10月31日（火）
いずれも午前９時30分～12時
対象　視覚に障害のある幼児児童生
徒とその保護者の方々、視覚に障害
のある成人の方
申し込み・問い合わせ
県立盲学校　☎028-652-2331

木の駅プロジェクトなかがわ
チェンソー安全講習会のお知らせ

日時　８月27日(日)午前10時～
場所　県北木材協同組合那珂川工場
参加費　1,000円(昼食代等)
主催　木の駅プロジェクトなかがわ
実行委員会
申し込み・問い合わせ
県北木材協同組合那珂川工場
☎0287-93-0611

防衛大学校・防衛医科大学校採用試験案内
推薦・総合選抜

種目 受付期間 試験日 試験場所 応募資格
防衛大学校
学生

推薦 ９月５日（火）
～７日（木）

９月23日（土/祝）
24日（日）防衛大学校

18歳以上
21歳未満総合選抜

防衛大学校一般（前期）・防衛医科大学校（医学科・看護学科）
種目 受付期間 試験日 試験場所 応募資格

防衛大学校
学生

一般
（前期）

９月５日（火）
～29日（金）

１次
11月４日（土）

５日（日）

宇都宮市 18歳以上
21歳未満防衛医科大

学校学生

医学科
１次
10月28日（土）

29日（日）

看護学科 １次
10月14日（土）

問い合わせ　自衛隊栃木地方協力本部大田原地域事務所　☎0287-22-2940

毎月第３日曜日は「家庭の日」です
　栃木県では、家庭は子どもの豊かな心を育む大切な場所であることから、
毎月第３日曜日をふれあい育む「家庭の日」と定めています。８月は、「家庭
の日」推進協調月間です。家族みんなが話し合う機会を多く持つことにより、
絆を深め、明るく楽しい家庭作りを進めましょう。
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掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

（
6
月
21
日
〜
7
月
20
日
）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

8月1日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,629 人 （－10）
　女　 8,342 人 （－11）
　計　 16,971 人 （－21）
世帯数 6,102 （+ 7）
（　）内は前月との比較

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
戸
松
淑

朗
で
す
。
以
前
の
奮
闘
記
で
も
ご

説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

私
の
主
な
業
務
は「
創
生
な
か
が

わ
株
式
会
社
」の
運
営
支
援
で
す
。

現
在
、
会
社
は
町
の
特
産
品
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
開
発
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
成
支
援
、
観
光
ツ
ー
リ
ズ

ム
企
画
、
各
種
視
察
団
体
の
受
入

れ
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
業
績
等
の
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
皆
様
に

ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い

ま
す
。

今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
最
近
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
い
た
、
馬
頭
高
校
１
学
年
の

「
那
珂
川
学
」に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
那
珂
川
学
は
昨

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
馬
頭
高
校

の
生
徒
に
よ
る
地
域
学
習
で
、
本

年
２
月
15
日
に
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

で
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
。
学

年
主
任
の
先
生
か
ら「
７
月
に
生

徒
に
何
か
の
体
験
を
」と
言
う
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
私
は
三
輪
の

カ
タ
ク
リ
と
富
山
の
イ
ワ
ウ
チ
ワ

そ
れ
ぞ
れ
の
保
全
活
動
、
そ
し
て

矢
又
の
大
金
茶
園
で
の
茶
摘
み
、

を
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
カ

タ
ク
リ
と
イ
ワ
ウ
チ
ワ
は
、
春
先

に
は
大
変
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ

る
那
珂
川
町
の
観
光
名
所
で
す
が
、

こ
こ
で
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
一
年

を
通
じ
た
地
道
な
保
全
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
是
非
生
徒
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い
。
ま
た

緑
茶
と
紅
茶
の
違
い
を
知
り
、
そ

の
茶
葉
を
実
際
に
自
分
の
手
で
摘

む
こ
と
で
、
そ
の
大
変
さ
や
大
切

さ
も
知
っ
て
頂
き
た
い
。
以
上
が

提
案
さ
せ
て
頂
い
た
理
由
で
す
。

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
７
月
12
日
に
３
つ
の
ク

ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向

か
い
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
蒸

し
暑
い
日
で
し
た
が
、
カ
タ
ク
リ

山
公
園
で
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の

株
の
植
付
け
作
業
を
、
大
金
茶
園

で
は
二
番
茶
の
茶
摘
み
を
、
イ
ワ

ウ
チ
ワ
の
方
で
は
草
刈
り
と
シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
の
株
の
植
付
け

作
業
を
ご
指
導
の
方
々
に
助
け
て

頂
き
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
１
学
年
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
も

暑
い
中
、本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

高
校
生
が
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
る
、

興
味
を
持
つ
、
と
い
う
テ
ー
マ
は

非
常
に
大
切
で
す
。
今
回
の
体
験

が
生
徒
さ
ん
、
そ
し
て
那
珂
川
町

に
と
っ
て
有
益
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
こ

の
那
珂
川
学
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

星　
　

柚ゆ
ず

葉は　

浩
樹

美
波 

健　

武

宮
崎　

奨
し
ょ
う

大だ
い　

秀
樹

美
樹 

小　

川

沼　

千ち

夏な
つ　

知
彦

千
春 

小　

川

郡
司　
　

光ひ
か
る　

裕
史

佳
世 

東
戸
田

室
井　

陽ほ
の

香か　

進
一

和
香 

三　

輪

（
氏　

名
） 

（
年
齢
） 

（
住
所
）

山
口　

清
治　
（
86
） 

馬　

頭

大
金　

宗
一　
（
89
） 

馬　

頭

野
上　
　

博　
（
85
） 

馬　

頭

菊
池　

清
二　
（
69
） 

馬　

頭

栗
田
由
紀
子　
（
61
） 

健　

武

木
村　

マ
キ　
（
95
） 

和　

見

坂
尾　

常
夫　
（
93
） 

北
向
田

岡　
　

辰
男　
（
89
） 

久
那
瀬

髙
野　

チ
イ　
（
92
） 

富　

山

田　

近
子　
（
94
） 

盛　

泉

柳
谷　

テ
ツ　
（
89
） 

大　

内

石
川
ミ
ヅ
ヱ　
（
90
） 

大
山
田
下
郷

北
條　
　

久　
（
90
） 

大
山
田
上
郷

鈴
木　

幸
治　
（
76
） 

小　

砂

八
木
澤
イ
チ　
（
95
） 

小　

川

薄
井　

秀
雄　
（
86
） 

小　

川

船
見　
　

渡　
（
90
） 

小　

川

山
口　

博
義　
（
85
） 

小　

川

伴　
　

忠
郎　
（
97
） 

小　

川

田
代　

ト
ク　
（
103
） 

小　

川

山
澤　

里
子　
（
88
） 

谷　

田

岸　

き
く
い　
（
77
） 

片　

平

小
森　
　

司　
（
84
） 

三　

輪

小
口　

シ
ツ　
（
91
） 

三　

輪

永
森　

操
一　
（
80
） 

薬　

利

ニッコウキスゲの株の植付け作業茶摘み体験

ショウジョウバカマの株の植付け作業
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　広報展示室にて「川
村清雄展」をご紹介す
るのは今回で３回目。
今回は、いつもと趣向
を変えて、川村清雄が
どのような方法で絵を
描いたのかを科学的に
調査した結果を踏まえ

て、ご紹介したいと思います。
　なぜ絵画の技法を調査することが美術館で必要とされ
るのか、なぜ科学的に作品を調査するのか、疑問に思っ
た方は多いのではないでしょうか。一見、科学と美術作
品は無縁に感じるかもしれません。しかし、作品はそれ
ぞれ素材から出来上がったものであり、いつかは素材特
有の劣化（変色や腐敗など）が生じてしまいます。劣化は
素材が化学反応を起こした現象であり、作品がどんな素
材なのか分かった上で展示や保存をしなければ、劣化を
予防する事は難しいでしょう。また見た目で分かる素材
もありますが、絵具など化学的に合成されたものは分析
しなければ分からない場合も多いです。
　今回は作品を傷つけず、簡易的に絵具を推定できる蛍
光エックス線元素分析で、清雄がどんな絵具を使ってい
たのか東北芸術工科大学と共同で調査をしました。図の
｢楊柳｣では、柳の葉や水面の緑色部分ではヒ素と銅が検
出され、エメラルドグリーンという絵具が使われている
事が推測されました。図右の青色部分ではコバルトの検
出からコバルトブルーが使われている事が推測できます。
また、分析箇所全部分から鉛が検出され、恐らく鉛白が
多くの箇所で使われた可能性が挙げられます。白色絵具
は様々な種類があり、鉛白の他にカキなど貝殻を砕いて
作る胡粉などがあります。中でも鉛白は温かみのある白
色であり、油絵で使うポピーオイルと一緒に使うと変色
しにくく、劣化しにくい特徴があります。清雄の息子・
清衛氏の証言では、鉛白とポピーオイルは多く使ってい
た画材であり、｢楊柳｣など清雄の作品は変色や絵具剥が
れる事は少なく、良好な状態で現存しています。パリや
ヴェネチアで本格的に油絵を学んだ清雄は、学んだ絵画
技術を活かし、出来る限り良好な状態で作品が残るよう
に画材を選んで作品を作っていたかもしれません。

　清雄の作品は現存する作品が少ないためか、どのよう
に作品を作りあげてきたのか、まだ調査事例が少ないで
す。絵画の素材を解明することによって劣化を防ぐこと
もできますが、清雄の制作技術の高さを証明することも
可能かもしれません。展覧会では今回の調査結果の一部
をご紹介しています。作品の魅力だけでなく、清雄の技
術も感じて頂ければ幸いです。

馬頭広重美術館　学芸員　山内れい

【会　期】　後期　８月10日（木）～９月10日（日）
【開館時間】　午前９時30分～午後５時
　　　　　　（ただし入館は午後４時30分まで）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
　８月12日（土）午後１時30分～　当館学芸員
【休館日】　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
【入館料】　大人　500円（450円）
　　　　　高・大学生　300円（270円）
※（　）は20名以上の団体料金
※中学生以下は無料
※障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い1名は半額
※８月15日（火）は無料開放

お詫びと訂正
　７月号広報展示室で記載した川村清雄「鳩図巻」
の制作年代に誤りがありました。正しくは、印章
「七十七翁」より「昭和３年頃」でした。
　ここに訂正しお詫びいたします。

企画展

「川村清雄展」
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第143回

平成28年度
那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

最優秀賞「大魚を求めて」
撮影者：富永　明さん（宇都宮市）
撮影地：小川地区那珂川

「楊
かわ

柳
やなぎ

」川村清雄
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